


























































































らえた論考が増えている(石井ほか 1997、笹川 1999、早川 2000、桐

















































































































































































a 自分の緊張緩和 。 6 
b (予想と違う)驚き 16 。
c 謝罪の気持ち 。
d 困惑 。 19 
e 相手につられて 12 2 
照れ 17 。
g 依頼の気持ち 。 4 
h (終わった)安堵感 。 2 
相手の表情を見て 3 1 
k 断りに対する気持ち 。 4 
評価 2 。
m 相手の発話に対する自然な反応、 3 
n 発話に対する違和感 。 l 
。親近感を出す配慮 。
p その他 。 l 

























































→T 4 :ぃー え。|笑い|





































































U7:えっ?その、 ふつうの人に、 ふだん生活を しているの、家
だと思います。<んー>、(ちょっ)
T7:うーん。
U 8 : 1笑い|、**ちょっと**
T8:そうねー。でも、うち、 きたないのよ。




































U 1 :あ、先生、すみません。ちょっと今、よろ しいでしょうか。
T1 はい。なあに?
U 2 :ん一、 先生の家は、ん、先生のお宅は、ん一、日本の家、
伝統な、伝統な家だと思います。
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5 “i'と“rは見間違えやすいので本論文では γ を使っていない。
6ここで示した教師と学習者の内的フッテイングの件数は9ページで示した
「笑いの機能」の数と一致しない。これは、 lつの笑いが複数の機能をもっ
と解釈した例があるからである。
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